
自己評価（前年度） 

 ※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用

いて自己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 
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今年度は、乳児保育の評価が高く、以後継続していくことができるように努めてい

きたい。全年齢、個々の興味関心に合わせたプロジェクト保育を行い、子どもたち

が主体的にあそび出せる環境を整えることによって、自然との関わりや人と人との

多様な関わりを中心に子どもたちがのびのびと育つ姿が見られる。その反面、一人

ひとりが生活に見通しを持てるように援助し、安全面へのさらなる配慮を行ってい

くことが求められていると感じるため、課題として上がっていることを一つひとつ

丁寧に改善して行きたい。 

 

 

 

事業計画（今年度の重点目標） 

項  目 内     容 

地域への見える化・

魅せる化 

地域に対して法人・施設情報の提供やサービス内容の説明、開

かれた（情報開示・提供・公表）仕組みづくりの推進等、地域

とのコミュニケーションの強化 

・森のおうちに子どもの作品を掲示する際に、そのプロセスの

見える化を行っていく(地域向けのドキュメンテーションの作

成) 

取り組みの発信 信頼を築くことを目的に、日頃からの高齢者・障害者・保護者

へ安全性を高めるための取り組み等の発信 

・目で見て安心いただけるよう、室内環境の整備や、保育の見

える化に努める 

健全な職場環境の確

立 

ワークライフバランスを意識した職場環境づくりに努めると共

に、セクハラ、パワハラのない職場づくりの推進 

・フロアを超えた連携が図れるよう、フロア会議やケース会議

とは別に、必要に応じてリーダー会議を行う 

 


